
道
志
村
民
憲
章

私
た
ち
の
七
里
は
、
緑
と
清
流
と
歴
史

の
郷
で
す
。
こ
の
地
に
生
き
る
こ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
平
和
な
村
を
築
く
た
め
、
こ

こ
に
憲
章
を
定
め
ま
す
。

私
た
ち
は

一
、
自
然
を
愛
し
平
和
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
生
産
に
励
み
豊
か
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
伝
統
を
重
ん
じ
、
教
養
を
高
め
、

文
化
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
人
情
と
い
た
わ
り
の
心
を
養
い
、

福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
明
る
く
健
康
で
、
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
す
。
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当日の有権者数 確　　　　　定 投　　票　　率区 分

投票区

第一投票区

第二投票区

第三投票区

第四投票区

第五投票区

合　　計

19

93

245

273

218

848

17

99

258

297

210

881

36

192

503

570

428

1,729

18

87

217

251

186

759

16

93

234

270

191

804

34

180

451

521

377

1,563

男 女 計 男 女 計

94.74％

93.55％

88.57％

91.94％

85.32％

89.50％

94.12％

93.94％

90.70％

90.91％

90.95％

91.26％

94.44％

93.75％

89.66％

91.40％

88.08％

90.40％

男 女 計

平成16年５月１日（２）

平
成
十
六
年
五
月
十
二
日
で
任
期
満
了

と
な
る
、
道
志
村
長
選
挙
と
村
議
会
議
員

選
挙
は
、
四
月
二
十
日
に
告
示
さ
れ
、
村

長
選
挙
に
は
現
職
の
佐
藤
卓
司
氏（
七
四
）と

元
職
の
佐
藤
太
志
氏（
七
八
）の
二
人
が
立
候

補
し
選
挙
戦
と
な
っ
た
。
又
村
議
会
議
員

選
挙
は
現
職
一
人
、
新
人
十
一
人
の
計
十

二
人
が
立
候
補
し
十
二
人
の
無
投
票
当
選

が
決
ま
り
ま
し
た
。

村
長
選
の
投
票
は
、
午
前
七
時
か
ら
午

後
八
時
ま
で
村
内
五
ケ
所
で
投
票
が
行
わ

れ
、
八
時
三
〇
分
か
ら
中
央
公
民
館
で
開

票
さ
れ
た
結
果
、
現
職
の
佐
藤
卓
司
氏
が

当
選
し
四
選
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
の
有
権
者
数
は
千
七
百
二
十
九
人

（
男

八
百
四
十
八
人
、
女

八
百
八
十
一

人
）で
投
票
率
は
九
〇
・
四
〇
％
で
し
た
。

開
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
村
長
選
開
票
結
果

当
　
九
六
一
票
　
佐
藤
　
卓
司

無
現

五
八
六
票
　
佐
藤
　
太
志

無
元

◆
道
志
村
議
選
当
選
者（

届
出
順
）

杉
本
　
正
人
（
五
五
）

無
新

佐
藤
　
一
仁
（
五
四
）

無
新

渡
辺
　
胆
男
（
四
八
）

無
新

山
口
　
達
夫
（
六
三
）

無
新

水
越
　
昌
義
（
五
六
）

無
新

長
田
　
公
明
（
五
六
）

無
現

湯
川
　
六
昭
（
六
一
）

無
新

佐
藤
　
最
上
（
五
八
）

無
新

佐
藤
　
光
男
（
五
一
）

無
新

出
羽
　
茂
雄
（
五
六
）

無
新

山
口
　
義
次
（
六
四
）

無
新

佐
藤
　
春
光
（
六
二
）

無
新
　

▲村長当選証書附与

▲村議会議員当選証書附与

選挙投票結果

村
長
に

佐
藤
卓
司
氏

四
選

新
村
議
十
二
名
も
決
ま
る



（３）

道志中学校道志中学校 道志中学校 道志小学校道志小学校 道志小学校 

教
職
員
の
異
動

着
　
任

道
志
小
学
校
　
　
（
旧
任
校
）

教
　
諭
　
白
井
　
裕
美
　
谷
村
第
一
小
学
校

事
務
職
員

高
村
　
智
美
（
期
間
採
用
）

道
志
中
学
校
　
　
（
旧
任
校
）

教
　
頭
　
三
枝
　
泰
子
　
東
桂
小
学
校

教
　
諭
　
小
俣
　
一
秀
　
山
中
湖
中
学
校

教
　
諭
　
羽
田
　
静
香
　
都
留
第
二
中
学
校

養
護
教
諭

渡
辺
　
裕
美
（
新
採
用
）

離
　
任

道
志
小
学
校
　
　
（
新
任
校
）

教
　
諭
　
出
羽
　
佳
子
　
谷
村
第
一
小
学
校

事
務
職
員

外
川
せ
つ
み
　
在
外
付
随
者

（
ア
ブ
ダ
ビ
日
本
人
学
校
）

道
志
中
学
校
　
　
（
新
任
校
）

教
　
頭
　
杉
本
　
昭
次丹

波
小
学
校
　
校
長

教
　
諭
　
武
井
　
　
武
　
都
留
第
二
中
学
校

教
　
諭
　
外
川
　
陽
清
　
在
外
派
遣

（
ア
ブ
ダ
ビ
日
本
人
学
校
）

養
護
教
諭

中
田
　
恵
子
　
東
桂
中
学
校

四
年
担
任

藤
江
恭
子

事
務

高
村
智
美

六
年
担
任

川
村
百
恵

養
護
教
諭

藤
江
真
由
美

教
務

花
上
和
広

五
年
担
任

佐
藤
龍
文

二
年
担
任

天
野
万
知
子

三
年
担
任

田
中
み
づ
ほ

校
　
長

小
林
　
繁

一
年
担
任

白
井
裕
美

教
頭

守
岡
尚
一

１　年

２　年

３　年

４　年

５　年

６　年

計

学年
区分

平成16年度 児 童 数（H16.４.１）

男 女 合 計 学級数 教職
員数

6 10 16 1

1

1

1

1

1

6

12 9 21

12 10 22

13 8 21

7 10 17

7 9 16

57 56 113 11

11

１　年

２　年

３　年

計

学年

区分

平成16年度 生 徒 数（H16.４.１）

男 女 合 計 学級数
教職
員数

1

1

1

3

13 9 22

208 12

2714 13

35 34 69 16

16

栄
養
職
員

羽
田
仁
美

村
担
・
二
年
副
担

小
藪
正
史

校
　
長

谷
内
一
三

三
年
主
任

羽
田
静
香

非
常
勤
講
師

窪
田
猛
雄

一
年
主
任

小
俣
一
秀

教
　
頭

三
枝
泰
子

教
務
主
任

佐
藤
文
泰

事
務
主
査

古
屋
政
子

二
年
主
任

出
羽
勝
頼

三
年
担
任

佐
藤
栄
克

一
年
担
任

小
林
ま
ゆ
み

英
語
指
導
助
手

仁
科
セ
ー
ラ

二
年
担
任

佐
藤
美
帆

非
常
勤
講
師

下
山
　
裕

養
護
教
諭

渡
辺
裕
美

教教職員紹介  教教職員紹介  教 職教職員紹介  職教職員紹介  職 員教職員紹介  員教職員紹介  員 紹教職員紹介  紹教職員紹介  紹 介教職員紹介  介教職員紹介  介



平成16年５月１日（４）

すみれ組さん

ひまわり組さん たんぽぽ・さくら組さん

入園おめでとう
ございます

●
農
業
用
廃
プ
ラ
は
、
各
地
区
の

収
集
場
所
に
指
定
日
の
午
前
七

時
〜
九
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
以
外
の
時
間
に
は

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
廃
プ
ラ
は
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
系
な
ど
の
性
質

が
違
う
の
で
、
種
類
ご
と
に
分

別
し
て
束
ね
て
く
だ
さ
い
。

●
処
理
機
械
の
故
障
の
原
因
と
な

り
ま
す
の
で
、
土
砂
は
除
去
し
、

ゴ
ミ
や
金
物
な
ど
の
異
物
は
絶

対
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
梱
包
（
荷
造
り
）
す
る
時
は
、

ビ
ニ
ー
ル
等
を
一
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
に
折
り
た
た
み
、
一
包
の

重
量
を
十
〜
十
五
kg
程
度
に
し

て
、
二
ヶ
所
ま
た
は
十
字
に
ヒ

モ
で
結
束
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
用
廃
プ
ラ
（
使
用
済
み
の
マ
ル
チ
ビ
ニ
ー
ル
や
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
。）

は
、「
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
排
出
者
で
あ

る
農
家
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
で
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ
を
み
だ
り
に
捨
て
た
り
、
野
焼
き
し
た
り

す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

道
志
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
農
業
用
廃
プ
ラ
の
再
利
用
を
目
的
に
収
集
し
て

お
り
貴
重
な
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

ハウス用プラスチックフィルム マルチ用プラスチックフィルム
プラスチック肥料袋
農薬の空容器など

▼
収
集
場
所

・
月
夜
野
〜
大
室
指

旧
久
保
分
校
玄
関
前

・
椿
〜
西
和
出
村

役
場
玄
関
前

・
谷
相
〜
上
中
山

旧
唐
沢
小
玄
関
前

・
下
善
之
木
〜
長
又

旧
善
之
木
小
玄
関
前

▼
収
集
日

五
月
二
十
六
日
（水）

午
前
七
時
〜
午
前
九
時

▼
次
回
収
集
予
定

十
一
月
頃

収
集
日
以
外
に
は
絶
対
に

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
産
業
観
光
課

農
政
係

電
話
（
五
二
）
二
一
一
五

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

収
集
に
つ
い
て

❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊



日

日

土

（５）

「道志渓谷山菜大収穫祭」
淡い苦みや特有の香り、柔らかい歯応えなど
美味しい山菜で季節の訪れを感じてください。

【主な催し物】
＊春の山菜、野菜、花卉の販売
＊生演奏会
＊東富士七里太鼓

【場　所】「道の駅どうし」

「道志渓谷野菜収穫祭」
冷涼な気候を活かして作る野菜、
夏の味覚をお楽しみください。

【主な催し物】
＊野菜・とうもろこしの販売
＊生演奏会

【場　所】「道の駅どうし」

「ホタル祭り」
豊かな緑と清らかな清流に
育まれた道志川は、ホタルの故郷。
幻想的な夏の一夜をお楽しみくだい。

【場　所】「観光農園」

「水源の森国際音楽祭」
郷土芸能・東富士七里太鼓や
海外アーティストのコンサートなどで
盛り上がる道志村のビッグイベント。

【場　所】
「水源の森」

「ちぃっちゃなちぃっちゃな
プロ野球展」

【会　場】「ギャラリー水源の森」

「道志渓谷野菜収穫祭」
「東富士七里太鼓」
【会　場】「道の駅どうし」

「盆おどり」
【会　場】「村民グラウンド」

「マスつり大会」
【会　場】「神地デイリー中央店前」

日本の夏には盆踊り。
故郷の夏をご家族づれで、
お楽しみください。

「どうし渓谷？イベント」
【主な催し物】
＊生演奏会

【場　所】
「道の駅どうし」

「道志渓谷いも煮会」
秋晴れの空の下、いも煮会や
収穫体験で、楽しいひとときを
お楽しみください。

【主な催し物】
＊いも煮汁の販売

【場　所】「道の駅どうし」

星降る里・道志
「クリスマスイベント」
道志のクリスマスは音楽と、もちつき
大会でにぎやかに、お楽しみください。
【主な催し物】
＊甘酒・みそ田楽の販売
＊もちつき大会
＊生演奏会

【場　所】「道の駅どうし」

「道志渓谷ほうとう祭り」
寒い季節、身体の芯まで温まる
山梨の郷土料理「ほうとう」で、
くつろぎのひとときを。

【主な催し物】
＊しょうゆしぼり実演
＊ほうとうの販売
＊味噌田楽・甘酒の販売

【場　所】「道の駅どうし」

「いのしし祭り」
紅葉を満喫しながら
滋味たっぷりの猪鍋汁で
秋の味覚をお楽しみください。

【主な催し物】
＊生演奏会
＊新そば教室体験
（予約は道の駅どうし。
受付は11月1日～。予定人数になり
しだい締め切り）

【場　所】「道の駅どうし」

「ハッピーイベント」
新年を祝い、今年一年の健康と、
笑顔の年でありますように。
道の駅どうしで始まるハッピーイベント。

【主な催し物】
＊甘酒の販売
＊味噌田楽の販売
＊ハッピー大抽選会

【場　所】「道の駅どうし」

「やまめ祭り」
道志の渓流に育まれた川魚たち。
中でも3月15日に解禁される
ヤマメは絶品です。

【主な催し物】
＊やまめの塩焼販売
＊甘酒・味噌田楽の販売
＊生演奏会

【場　所】「道の駅どうし」

Doshi Event Calendar 2004

道志村イベント情報
道志村は、一年を通じて、様々なイベントを、旬の野菜やその季節ならではの催しで楽しめます。
道志村へお越しの際には、どうぞ気軽にお立ち寄りください。

前　売
漁 種

あ ゆ 竿釣の
内友釣 全 域

竿釣 全 域

1  日

1  年

1  日

1  年

1,800円

7,000円

1,000円

5,000円

2,400円

7,000円

2,000円

5,000円
やまめ
にじます

漁種の方法 区 域 期 間
遊　漁　料

定　価
キャッチアンドリリース区間

なし

道志水源の森前から
谷相橋まで約2.7km

解禁日 (6月中旬) から
10月15日まで

３月１日から９月30日まで

期　　　間

道志川つり情報！！

●お問い合せ先／道志村漁業協同組合　0554-52-2966 村内58店舗で入漁券を販売しています。緑の旗が目印です。

7／24 ～25

6／27

7／10

8／1 ～31

8／14

9／26

10／24

11／21

12／23 2／12

3／20

4／29
～5／5

祝

祝

日

土 日

日 火

土

日

土

日

祝

日1／2

「道志そば祭り」
栄養価が高く、高血圧を予防する
そば。そばがき等もぜひ、試食を。

【主な催し物】
＊アユの塩焼き販売
＊そば打ち実演・試食会

【場　所】「道の駅どうし」
8／6 ～7金 土



平成16年５月１日（６）

道志小学校道志小学校 
（第（第1111号）号） 
道志小学校 
（第11号） 

さよなら三年生
年度末の異動で、三年の出羽先生は谷村第

一小へ、事務の外川先生はアラブ首長国連邦
へ赴任してしまいました。
三年生の児童は、翌日に担任が異動するの

を知ってか知らずか、最後に「手作り給食」
を楽しんでいました。女子は、慣れない包丁
を体験しながらも、大好物のカレー作りをし
ました。男子は、乙女チックに自己流の珍作
デザートを作ることができました。

暖冬の今年は、桜が満開の中で入学式
を迎えることができました。卒業生がい
なくなって寂しかった小学校にも、元気
のいい一年生16名が入学しました。在
校生や来賓の方々に祝福された子どもた
ちは、学校や村の宝として、学校に当然
ですが、地域・社会でも守り育てて行く
ことが大切だと思います。
小学校では、地域に開かれた学校を目

指し、毎週水曜日を「学校開放」として、
保護者以外の方々でも、学校見学や授業
を参観することが出来ます。
統合して６年目になりますが、一つに

まとまった道志小の様子を、どうぞ御覧
下さい。

お花見給食
心地よい春風に誘われて、入学式の翌日か
らどの学年も競って、校庭でお花見給食を始
めました。食の細い子や好き嫌いのある子も、
食べっぷりがいいように思えたのは、私の気
のせいだったのでしょうか。
小学校では、谷工の跡地を芝生広場にしま

した。今年は、どの学年から「芝生給食？」
を体験するのでしょうか。芝生広場の活用は、
「裸足体験、芝生読書、青空教室」など、多
様な使い方があるので楽しみです。

学校の目標
昨年度は、校訓「創造」を創設し「何事にも主

体的に挑戦して、昨日よりは一歩でも成長した自
分を創り上げよう」と取り組んできました。
更に今年度は、児童にも理解しやすいような教

育目標を設定しました。具体的な取り組みとして、
全校で

１　基礎基本の習得に「漢字・作文・読書」を授
業前の時間に特設した。

２　県の道徳の指定事業を受け、全学年で道徳の
授業を公開をする。

３　体力づくりの一環と
して、学校周辺をウォ
ーキングする。

４　県文化協会の芸術鑑
賞教室で、東富士七里
太鼓の鑑賞教室を開い
たり、運動会で太鼓の
発表を行う。

教
育
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標

・
確
か
な
学
力

・
豊
か
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・
健
康
な
体

・
郷
土
愛

新しい友達を迎えて

離任式の日は、前日の甘い体験が一
変し、涙目のちょっとしょっぱい思い
出に変わってしまった三年生でした。


